
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生としての第一歩～令和５年度 第５６回入学式～ 
 

令和５年４月７日（木）に第５６回入学式を行いました。新た

な決意と希望にあふれる２６名の新入生を迎えました。当日は、

子供たちの入学を祝うような晴れ渡る空が拡がり、中学生とし

ての第一歩を気持ちよくスタートすることができました。 

１ 阿部   碧 14 白倉   駈 

２ 市野  大和 15 髙嶺 和久乃 

３ 出原  虹 16 筒井  駿斗 

４ 岩本  和佳 17 筒井  來斗 

５ 江口  粋 18 筒井  莉央 

６ 老松  慈人 19 常磐 こころ 

７ 奥山 蘭太郎 20 長井  海音 

８ 小野  雅治 21 成田  灯希 

９ 片山  実里 22 深澤  泉美 

10 加藤  海悠 23 福寿  七瀬 

11 川上  颯介 24 松林  浩太郎 

12 官谷  隼一 25 水野   海颯 

13 古賀  心望 26 山下   桜音 

 （敬称略） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 笠 原 村 立 小 笠 原 中 学 校 

学校だより 
学校フェイスブック 

https://www.facebook.com/ogasawara.jhs 

学校ホームページ 
https://www.ogachu.ogasawara.ed.jp 

 

 

令和５年４月２８日 第２号 

小笠原村立小笠原中学校 

校 長 椎 橋  秀 行 

入学式 新入生誓いのことば 
 

私はこれから始まる中学校生活の中で、目標が３つあります。１つ目は、テストで平

均点以上をとることです。小学校とは違い、中学校は単元ごとにテストをしません。な

ので私は、単元一つ一つを忘れないように、普段からコツコツと復習して、テストで良

い結果を残せるように頑張りたいです。 

２つ目は、コミュニケーションをとることです。６年生の時に国語の時間で、意見を

ぶつけ合うことでもっと仲良くなれる、それがコミュニケーションだと習いました。中

学校では、自分の意見をきちんと伝え、友達ともっと仲良くなりたいです。 

３つ目は、部活動に一生懸命取り組むことです。私はバレー部に入りたいと思ってい

ます。それほど、バレーは上手くないけれど、バレーをする時はとても楽しいので、２・

３年生に追いつけるように練習を頑張りたいです。 

私が中学校で楽しみにしている行事は、３年生で行われる修学旅行です。遠いところ

に、友達とだけで行くので、とても楽しみです。 

私のクラスは、明るくて、楽しい人がたくさんいます。だから、休み時間や放課後は

いつもふざけ合っていて、うるさく感じる時があります。そのため、中学校では、授業

と休み時間の切り替えがきちんとできて、授業に集中して取り組むことができるクラス

にしていきたいです。 

これらの目標が達成できるように、これからの中学校生活を頑張っていきたいです。 

 
 

令和５年４月７日 新入生代表 加藤 海悠 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１学年 

「礼儀、協力を大切にして楽しく過

ごせるクラス」 

第１学年主任 湯本 美樹 

 

４月７日の入学式以来、とても良く頑張ってくれて

いると、学年教員全員が感じています。人の話をきち

んと聞くこと、元気よく挨拶をすること、時間を守る

こと、提出物を時間内に出すこと、話し合い活動に活

発に参加すること等、全力で中学校生活に取り組んで

くれていることが伝わります。学級目標には「礼儀」

と「協力」という言葉が採用されました。「礼儀」と「協

力」を大切にするということは、相手を大切にする気

持ちがあるということです。仲間と自分を大切にし、

気持ちの良い集団になってくれることと、期待してい

ます。これからの３年間がとても楽しみです。保護者

の皆様、１年間どうぞよろしくお願いいたします。 

 

第２学年 

「切磋琢磨 そして NEVER GIVE UP」 

 

 第２学年主任 矢代 祥大 

１名の転入生を迎え、２２名でスタートをした２学

年。教員のメンバーもがらっと変わり、気持ち新たに

新学年を迎えました。何よりも「先輩になる」ことを

意識して、尊敬される先輩になるためにしっかりとし

た学校生活を送ろうという前向きな姿勢が感じられ

ます。２年生の後半からは、委員長や部長など、学校

の中で重要な役割を任せられるようになります。学校

の見本となれるように、互いに高め合い(切磋琢磨)、

最後までやり遂げる(NEVER GIVE UP)学年でい

てほしいと思います。 

 総合的な学習の時間で、夜明山戦跡調査や硫黄島訪

島事業をはじめ、小笠原の歴史についての理解を深め

たり、職場体験を通して自分のキャリアについて考え

たりします。そうした学びの中で、自分たちの暮らす

小笠原を、より好きになってほしいと思っています。 

 

 

第３学年「報恩謝徳～ハクナ・マタタ～」         第３学年主任 柴山 暁人 

 ４月から最上級生となり、不安と焦りもある中ですが、身体的にも精神的にもさらに大きくなったと感じま

す。この２年間での中学校生活が充実していることの証だと思います。 

 「熱く！～学習・行事・委員会・部活動に対して一生懸命に！～」を今年度の学年経営方針に掲げました。今

までの集大成でもありますが、最大の山場である「入試」を 

平常心で迎えるには、日々の学校生活を主体的に取り組み、 

充実させることが一番の近道だと考えたからです。 

 今年の学級目標は「報恩謝徳～ハクナ・マタタ～」です。 

個人でも集団でも最大限の力を発揮し、この１年でたくさん 

の良き思い出を全員で創っていってほしいと願っています。 

 最後に、保護者の皆様にはいつも深いご理解とご協力を 

いただきありがとうございます。今年度もどうぞよろしく 

お願い致します。 

 

令和５年度修学旅行に向けて スローガン～We can do it！～ 

３年１組担任 髙部 みなみ 

今年の修学旅行は６月１日（木）～６月１１日（日）の１０泊１１日を予定しています。 

２年生の３学期には奈良・京都の建造物について調べ学習をし、「おもしろい」「使える」「ためになる」「ほし

くなる」の４つのポイントを詰め込んだガイドブックを作成しました。４月の末からはこのガイドブックを使

って、コース決めをしていきます。また、東京で行う上級学校訪問は、一人で調べ、一人でアポイントを取り、

一人で現地まで行きます。不安や心配もありますが、困難を乗り越えた時に、生徒の皆さんの力を大きく伸ばし

てくれると信じています。 

４月１４日（金）に行われた修学旅行保護者説明会では、実行委員５人が、スローガン、それぞれの意気込

み、事前学習の様子、実行委員の活動について立派に発表していました。そして、保護者の方からは大きな拍手

と修学旅行に向けてのアドバイスをいただきました。素敵な時間をありがとうございました。 

１か月後の出発に向けて、十分な事前学習と体調管理をし、最高の修学旅行にしていきましょう。 



自分の心の中を表現して～ペイントアート～           美術科 湯本 美樹 

４月２２日（土）に、村主催のペイントアートが行われました。製氷海岸の防波堤に以前描かれた小学生の作品

を、新たに描きなおすという企画です。前回は小学生中心でしたが、今回は中高生中心で行いました。講師として、

ティンガティンガというアフリカのアートを学んだSHOGENさんをお迎えしました。テーマは小笠原の自然です。

小笠原の自然を朝・昼・夕方・夜で表現し、時間の経過とともに移り変わる様子を描きました。総勢３５名の中高

生が４つのグループに分かれて、６色のペンキを使って制作しました。SHOGEN さんは、写生ではないので、見

ないで描くこと、この色しかないという色を探すことで、自分の心の中が表現できるとおっしゃっていました。ク

ジラ、イルカ、イカ、タコ、クラゲなどの海の生物、花や森などの陸の自然、カツオドリやコウモリなどの空の生

物、青空と夕日と星空など、島っこの見てきた小笠原を、豊かな色彩で表現してくれました。みんな、刷毛だけで

なく、手やスポンジでペンキを使い、楽しそうに制作している様子が印象的でした。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

生徒会オリエンテーション             生活指導部生徒会担当 多久 優麗花 

４月１０日(月)の１・２時間目に生徒会オリエン 

テーションを行いました。１時間目は教員から学習 

面や生活面での説明があり、２時間目は生徒会各種 

委員会の委員長や部活動の部長から、各委員会や各 

部活動について発表・説明がありました。 

１年生は、中学校生活について知ることができ、 

中学校生活に対する不安や心配を減らし、期待を膨 

らませることができたのではないでしょうか。２・ 

３年生は改めて学校生活を再確認するとともに、 

先輩としての自覚をより深められたと思います。 

  
令和５年度 前期生徒会・委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

◎委員長 ○副委員長 ◆書記 （敬称略）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


